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DGKB
DGKB; DAGK?2; KIAA0718; Diacylglycerol kinase beta; DAG kinase beta; 90 kDa diacylglycerol
kinase; Diglyceride kinase beta; DGK-beta
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	応用
	抗原情報
	背景
	ジアシルグリセロールキナーゼ（DGK）は、セカンドメッセンジャーであるジアシルグリセロール（DAG）の細胞内濃度を調節する因子であり、細胞プロセスにおいて重要な役割を果たします。哺乳類では9つのアイソタイプが同定されており、それぞれが別々の遺伝子によってコードされています。哺乳類DGKアイソザイムは、保存された触媒（キナーゼ）ドメインとシステインリッチドメイン（CRD）を含みます。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ジアシルグリセロールキナーゼβアイソタイプです。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた2つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + 1,2-ジアシルグリセロール = ADP + 1,2-ジアシル-sn-グリセロール3-リン酸。,酵素調節：ホスファチジルセリンによって刺激される。,機能：長鎖ジアシルグリセロールに対して高いリン酸化活性を示す。,類似性：真核生物のジアシルグリセロールキナーゼファミリーに属する。,類似性：1つのDAGKcドメインを含む。,類似性：2つのEFハンドドメインを含む。,類似性：2つのホルボールエステル/DAG型ジンクフィンガーを含む。,
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	DGKB 抗体を使用した HUVEC 細胞からの溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	DGK-βポリクローナル抗体を用いたHuvEC細胞のウェスタンブロット解析

